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第 1 章は序論で、 トリウム炭化物の核燃料としての重要性や問題点、化学的研究の意義について検
討したのち、従来の研究結果を概説し、研究の目的についてのべている。
第 2 章はトリウム炭化物の製造に関する研究結果をのべたものである。本章は 2 節からなり、第 1
節は混合粉体を加圧成形して反応させる場合の反応速度に影響を与える頻度因子についての研究結果




第 3 章はトリウム炭化物の化学的性質について研究したものである。本章は 3 節からなり、第 1 節
では各種トリウム炭化物の加水分解と反応熱を測定している。第 2 節はトリウム炭化物と各種酸溶液
との相互作用についてのべている。第 3 節は各種トリウム炭化物と酸素との反応結果である。これら
の結果から非化学量論的組成一炭化物が化学的に安定であることが分かったとのべている。
第 4 章は多結晶トリウム炭化物成形体の高温加熱による性質変化について研究した結果である。ト
リウム炭化物の電気伝導性が固溶酸素濃度に影響され、通常国溶体において成立するマティーセンの
法則がこの系では成立しないことを明らかにするとともに、 トリウム炭化物の高温での性質の優秀性
についてのべている。
第 5 章は総括で以上の結果をまとめたものである。
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論文の審査結果の要旨
本論文は核燃料物質としてのトリウム炭化物について、主として化学的立場より研究したものであ
る。非化学量論組成をふくむ各種組成のトリウム炭化物について、その製造法に関する基礎研究を行
なうとともに、応用面を考え、水、酸素、酸等との反応また高温における物理的、化学的性質につい
て詳しく研究した結果をまとめたもので、従来研究の少なかったトリウム炭化物について数多くの新
しい知見を与えている。これら一連の基礎的研究は核燃料工学ならびに工業の発展に寄与するところ
が大きい白
よって博士論文として価値あるものと認める。
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